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　 認知症は進行性の疾患なので、気づかないまま放置すると 、どんどん症状が悪化し てし ま

います。し かし 、生活習慣病と 同じよう に早期に発見し 適切な治療を行うこと で、病気の進行を

遅らせたり、症状を軽減さ せたりすることも 可能です。

　 認知症を疑うよう な行動や体調の変化に気づいたら「 気のせいかな」「 年だから仕方がない」

と 自分で判断せず、かかりつけ医や地域包括支援センタ ー（ P1 5 参照）などにご相談く ださ い。

進行を遅ら せること が可能な場合も あります
　 認知症の発病後でも 薬による治療やリハビリを行う こと で、記憶などの認知機能の障害を

改善したり、進行を遅ら せること が可能な場合があります。

●認知症は早期に気づく こと が大切です
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

《 早期発見・ 早期対応が大切な理由》

症状の原因によっ て は、早

い段階で治療を 始めれば回

復が期待できる 場合も あり

ます。

今後の生活の備えやもし も

のときの話を、余裕をもって

進められます。

早期の対応でその後の症状

の緩和や進行の遅延が期待

で き 、生活の質を より 良い

状態で保つこと ができます。

介護保険の制度やサービス

の利用など、今後の計画につ

いて、本人の意思を反映さ せ

て立てられます。

薬による治療効果のイメ ージ 脳のリ ハビリ の例

認知刺激療法

　 言葉や会話だけでなく 、五感（ 見る、触る、聞く 、

味わう 、匂いをかぐ）を使い、脳の活性化や認知機

能の改善を図ります。

■回想法 ■音楽療法

薬を 使用し た場合

何も 治療し ない場合

時間の流れ

症
状
の
度
合
い

軽
度

中
等
度

重
度

（ 注）服薬により 吐き気や食欲不振などの副作用が生じる場合があります。

アルツハイ マー型認知症の進行の例

　 音楽を 聞いたり 、合

唱や演奏をし たり する

こと で、脳の活性化や

スト レスの軽減が期待

できます。

　 会話や古い写真を見

ながら 昔を思い起こす

こと で、気持ち の安定

やコ ミ ュ ニケーショ ン

の活性化につなげます。
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　 何回も 同じこと を尋ねたり 、身だし なみに気を使わなく なるなど、以前と 違う 様子があれば

認知症の前兆の可能性があります。

●気づいてく ださ い！ 認知症のサイン
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

本人の気づき本人の気づき 家族など周囲の人の気づき家族など周囲の人の気づき

●しっかり 寝ているのに昼間にウト ウト

　 してしまう

●気分が落ち込み不安感が強く なった

●車の駐車が以前より 下手になった

●仕事や家事でうっかりミ スが増えた

　 など

●同じことを何回も 尋ねる

●短気になった、あまり 外出し ないな

　 ど、以前と 違う 様子が見られる

●几帳面できれい好きな人だったのに、

　 家がひどく 散らかっている

●料理の味付けが以前と 変わった

　 など

　 軽度認知障害（ M CI）と は認知症の前段階で認知症ではありません。こ の段階で生活習慣

の見直し などの対処をすること で正常な状態へ戻ったり 、認知症の発病を遅ら せたりすること

ができると いわれており 、発見や対処が早ければ早いほど効果的と 考えられます。認知症を予

防するために、早期発見・ 早期対処に努めましょう 。

●認知症予備群（ 軽度認知障害： M CI)のうちに対処しましょう
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

こ の段階での診断が
認知症予防のカ ギ！

正常への回復は難し い回復の可能性あり

M CI

認知症

軽度
認知症

中度
認知症

重度
認知症

正常

軽度認知障害（ M C I ）と 認知症の関係

×

多く は
こ のタ イ ミ ングで診断
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　 認知症の初期症状にみら れる記憶障害による「 も の忘れ」と 、生理的老化による年相応の

「 も の忘れ」とは異なります。

●「 認知症」と 年相応の「 も の忘れ」の違い
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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生理的老化による「 も の忘れ」

問題なく 日常生活を 送る

こと ができます。

◆日常生活に支障はない

態度や人格面は変わり ま

せん。

◆性格に大きな変化はない

家族や自宅の場所を忘れ

ることはありません。

◆日は多少間違えても、月は間違えない。

　 人物、場所などは覚えている

自分が忘れっぽいこと

をわかっています。

◆も の忘れをし た自覚がある

認知症の「 も の忘れ」

◆約束をう っかり

　 忘れる

◆約束し たこと 自体を

　 忘れる

◆目の前の人の

　 名前が思い出せない

◆目の前の人が

　 誰なのかわからない

ふだん生活するう え

で、 さ まざまな支障

が起きます。

◆日常生活に支障がある

頑固や怒りっぽさ な

どが目立つよう にな

ります。

◆性格が変わる

月日や家族、自宅の

場所などがわから な

く なります。

◆日時、人、場所などがわからなく なる

忘れていること自体を

気づかなく なり ます。

◆も の忘れをし たことを自覚できない

食事・ 入浴など体験

し たこ と 自体を 忘れ

てし まいます。

◆体験のすべてを忘れてしまう

食事をし たこと は覚えており 、その内容などを

忘れてし まう こ と

があり ます。ヒ ント

があれば思い出せ

ること があります。

◆体験の一部分を忘れる


